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第４２回足立区都市計画審議会議事録 

１．日 時 平成２３年１１月１７日（木） 

      午前９時５８分開会 

      午前１１時１５分閉会 

２．場 所 足立区役所 災害対策本部室（特別会

議室）（中央館８階） 

３．出席委員 

   （１）委員現在数  ２０名 

   （２）出席委員数  １６名 

長塩英治（会長）野沢太三（会長職務代理者） 

栁沢厚（委員） 

吉岡茂（委員）たきがみ明（委員） 

新井英生（委員）長井まさのり（委員） 

田中武夫（委員）佐々木正一（委員） 

宮崎十三（委員）岡田英樹（委員） 

小野稚子（委員）古庄孝夫（委員） 

下岡正良（委員） 

小林一久（臨時委員）日下部和雄（臨時委員） 

４.出席専門委員 

石川義夫 清水忠 橋本弘 

大高秀明 岡野賢二 鈴木邦夫 

色部義一 斑目好一 倉持政宣 

５．出席幹事 

宮本博之 伊藤良久 杉岡淳子 清水英樹 

林昭兵 佐々木拓 服部仁 橋場幸一 

６．出席説明者 

長島 

７．事務局等出席者 

市川 林田 大竹 山下 小故島 

石戸 宇賀神 黒田 近藤 石井 田沼 

堀 國井 菊田 中村（ま） 

８．議 事 

（１）審議事項８件 

９．議 題 

第１号議案 東京都市計画公園の変更（足立区決

定）について 

第２号議案 東京都市計画地区計画舎人四丁目地区

地区計画の変更（足立区決定）について 

第３号議案 東京都市計画地区計画足立北部地域西

伊興地区地区計画の変更（足立区決定）について 

第４号議案 東京都市計画地区計画足立北部地域舎

人・古千谷本町地区地区計画の変更（足立区決定）

について 

第５号議案 東京都市計画地区計画保塚町地区地区

計画の変更（足立区決定）について 

第６号議案 東京都市計画生産緑地地区の変更（足

立区計画）について 

第７号議案 東京都市計画特別緑地保全地区の変更

（足立区決定）について 

第８号議案 建築基準法第５１条ただし書きの規定

に基づく一般廃棄物処理施設の位置の許可について 

10．議事の経過 

 以下のとおり 

本議事録は、事実と相違ないことを証し、ここに署

名します。 

 

  平成   年   月   日 

 

議事録署名人 

 

会    長 

 

委    員 

 

 

○幹事 定刻前ではございますが、皆様おそろいの

ご様子ですので始めさせていだきます。 

 皆様方にはお忙しい中、足立区都市計画審議会に

ご出席いただきまして、まことにありがとうござい

ます。 

 私は、足立区都市建設部住宅・都市計画課長でご

ざいます。よろしくお願い申し上げます。 

 前回の６月から５カ月が過ぎました。今回は予定

しております案件が多くなっておりますが、ご審議
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のほど、よろしくお願い申し上げます。 

 それでは、これからの議事進行につきましては、

会長、よろしくお願い申し上げます。 

○会長 皆さん、おはようございます。本日はお忙

しい中、足立区都市計画審議会にご出席をいただき

まして、まことにありがとうございます。 

 ただいまから、第４２回足立区都市計画審議会を

開会いたします。 

 まず、事務局から本日の資料と審議議案について

確認願います。 

○幹事 それでは、皆様に事前にお配りいたしまし

た資料の確認をさせていただきます。 

 まず次第、委員名簿、席次表、議案書１綴り、表

紙が黄緑色の議案説明資料１綴り、特別緑地保全地

区のカラーのパンフレット１部。以上が本日の資料

となっております。 

 資料には「議案書」とは別に、黄緑色の表紙の

「議案説明資料」がございます。「議案説明資料」

は、「議案書」を補足説明するための資料でござい

ます。不足している資料がございましたら、事務局

へお知らせください。よろしいでしょうか。 

また、前回まで机に置かせていただいておりまし

た参考資料の足立区基本計画、足立区都市計画マス

タープラン、足立区緑の基本計画、足立区都市計画

図Ⅰ、都市計画図Ⅱにつきましては、本日、議案、

資料が多いためお配りしておりません。必要なもの

がございましたら事務局へお知らせください。 

後ほど議事の途中でも、随時事務局へお知らせい

ただければ、すぐにお持ちいたします。よろしくお

願いいたします。 

次に、本日の議事でございますが、次第にありま

すとおり、議案が８件ございます。 

まず、第１号から第４号議案につきましては、都

市計画公園の変更関連の議案でございます。 

第１号議案は、「東京都市計画公園の変更（足立

区決定）について」でございます。 

第２号議案、「東京都市計画地区計画舎人四丁目

地区地区計画の変更（足立区決定）について」。 

第３号議案、「東京都市計画地区計画足立北部地

域西伊興地区地区計画の変更（足立区決定）につい

て」。 

第４号議案、「東京都市計画地区計画足立北部地

域舎人・古千谷本町地区地区計画の変更（足立区決

定）について」でございます。 

ここまでが、都市計画公園の変更関連の議案にな

ります。 

次に、第５号議案が、「東京都市計画地区計画保

塚町地区地区計画の変更（足立区決定）について」

でございます。 

第６号議案は、「東京都市計画生産緑地地区の変

更（足立区決定）について」でございます。 

第７号議案、「東京都市計画特別緑地保全地区の

変更（足立区決定）について」でございます。 

最後に、第８号議案、「建築基準法第５１条ただ

し書きの規定に基づく一般廃棄物処理施設の位置の

許可について」でございます。 

以上となっております。 

○会長 ありがとうございました。 

 それでは、議案審議に入る前に、本日の出席委員

の報告を事務局からお願いします。 

○幹事 本日は、定数２０名のところ１６名のご出

席をいただいておりまして、審議会が有効に成立す

ることをご報告申し上げます。 

○会長 ありがとうございました。 

 議事録署名人は、私と野沢委員さんが務めますの

で、よろしくお願いいたします。 

 審議の前にもう１点、事務局より連絡があるとい

うことでございますので、お願いします。 

○幹事 本日の説明に当たりまして、映像の画面、

モニターの使い方についてご案内いたします。 

 前回の審議会におきまして、このモニターが非常

に見にくいというご指摘をいただきました。その後、

設備の調整等を行いまして、ある程度改善はできた

のですが、やはり限界がございます。そこで、本日
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の説明につきましては、お手元の紙の資料をごらん

いただくことを基本に資料を作成させていただきま

した。説明の際にはお手元の紙の資料をごらんいた

だきますようお願いいたします。 

 モニターにつきましては、説明しているページを

お示しするということで使用したいと考えておりま

すので、そのようにご理解ください。 

 また、カラーの資料ですとか図の説明用に、お手

持ちの資料よりもモニターを見ていただいた方がわ

かりやすいという場合につきましては、そのときに

申し上げますので、モニターをごらんいただきます

ようお願い申し上げます。 

 事務局からは以上でございます。 

○会長 それでは議案の審議に入ります。 

 第１号議案から第４号議案まで、都市計画公園の

変更関連の議案ということのようですので、一括し

て説明を受けたいと思います。 

 まちづくり課長から説明をお願いします。 

○幹事 おはようございます。まちづくり課長でご

ざいます。都市計画公園の変更関連議案となります

第１号議案から第４号議案について、一括して説明

をさせていただきます。 

 お手元の議案書の１ページをごらんください。第

１号議案の議案書を説明いたします。 

 第１号議案、「東京都市計画公園の変更（足立区

決定）について」を提出いたします。 

 平成２３年１１月１７日、提出者は足立区長です。 

 提案理由は、東京都市計画公園の内容を変更する

にあたり、都市計画法（昭和４３年法律第１００

号）第２１条第２項において準用する同法第１９条

第１項の規定に基づき、足立区都市計画審議会の議

を経る必要があるためでございます。 

 続いて、２ページ目をごらんください。都市計画

の案の理由書でございます。 

 １の種類・名称でございますが、４点ございまし

て、東京都市計画公園足立第２・２・１４７号 舎

人三丁目公園、東京都市計画公園足立第２・２・１

４８号 伊興四丁目公園、東京都市計画公園足立第

２・２・１４９号 西新井四丁目公園、東京都市計

画公園足立第２・２・１５０号 舎人五丁目公園の

４件でございます。 

 ２の理由につきましては、記載のとおりでござい

ます。 

 議案書でございますが、計画書が３ページ、新旧

対照表が４ページとなっておりまして、新旧対照表

の標記の４カ所の都市計画公園を、街区公園として

追加するものでございます。 

 総括図が５ページ、計画図が６ページから９ペー

ジまでとなっております。 

 詳細につきましては、関連議案４件を後ほど議案

説明資料により一括して説明させていただきます。

したがいまして残りの関連する３議案の議案書の説

明を続けさせていただきますので、よろしくお願い

いたします。 

 恐れ入りますが、議案書の１１ページをごらんく

ださい。第２号議案の議案書を説明いたします。 

 第２号議案、「東京都市計画地区計画舎人四丁目

地区地区計画の変更（足立区決定）について」を提

出いたします。 

 平成２３年１１月１７日、提案者は足立区長です。 

 提案理由は、東京都市計画地区計画舎人四丁目地

区地区計画の内容を変更するにあたり、都市計画法

（昭和４３年法律第１００号）第２１条第２項にお

いて準用する同法第１９条第１項の規定に基づき、

足立区都市計画審議会の議を経る必要があるためで

ございます。 

 議案書につきましては、都市計画案の理由書が１

２ページでございます。計画書が１３ページ、１４

ページでございます。変更概要が１５ページでござ

います。変更概要の説明でございますが、変更箇所

は表の最下段にございます公園２号を削除するもの

でございます。続きまして総括図が１６ページ、計

画図が１７、１８ページとなっております。 

 続きまして、議案書の１９ページをごらんくださ
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い。第３号議案の議案書を説明いたします。 

 第３号議案、「東京都市計画地区計画足立北部地

域西伊興地区地区計画の変更（足立区決定）につい

て」を提出いたします。 

 平成２３年１１月１７日、提出者は足立区長です。 

 提案理由は、東京都市計画地区計画足立北部地域

西伊興地区地区計画の内容を変更するにあたり、都

市計画法（昭和４３年法律第１００号）第２１条第

２項において準用する同法第１９条第１項の規定に

基づき、足立区都市計画審議会の議を経る必要があ

るためでございます。 

 議案書につきましては、都市計画の案の理由書が

２０ページ、計画書が２１ページから２４ページ、

変更概要につきましては２５ページでございます。

変更箇所につきましては、表中にある「その他の公

共施設」に示す、下から４段目にある緑地６号と、

一番下にある緑地９号を削除するものでございます。 

さらに総括図が２６ページ、計画図が２７ページか

ら３０ページとなっております。 

 続きまして、議案書の３１ページをごらんくださ

い。第４号議案の議案書を説明いたします。 

 第４号議案、「東京都市計画地区計画足立北部地

域舎人・古千谷本町地区地区計画計画の変更（足立

区決定）について」を提出いたします。 

 平成２３年１１月１７日、提出者は足立区長です。 

提案理由は、東京都市計画地区計画足立北部地域

舎人・古千谷本町地区地区計画の内容を変更するに

あたり、都市計画法（昭和４３年法律第１００号）

第２１条第２項において準用する同法第１９条第１

項の規定に基づき、足立区都市計画審議会の議を経

る必要があるためでございます。 

 議案書につきましては、都市計画の案の理由書が

３２ページ、計画書が３３ページから３６ページで

ございます。変更概要につきましては３７ページ、

３８ページとなっておりまして、変更箇所につきま

しては、３７ページの表の下から２段目にあります

公園２号を削除するものでございます。さらに、総

括図が３９ページ、計画図が４０ページから４３ペ

ージとなっております。 

 以上が、第１号議案から第４号議案の議案書とな

ります。 

 恐れ入りますが、ここからの説明につきましては

緑色の表紙である議案説明資料に沿って説明をさせ

ていただきますので、議案説明資料をご用意いただ

きたいと思います。説明の際には、一部の地区計画

の名称が非常に長いものがあります関係上、略称を

使わせていただくことがございますが、ご理解の上、

ご承認をお願いいたします。 

 それでは説明に移らせていただきます。緑色の表

紙の冊子である議案説明書の１ページをお開きくだ

さい。こちらは都市計画公園の変更関連についての

４つの議案名を記載させていただいております。 

 続いて、２ページをお開きください。 

 １の趣旨及び目的でございます。舎人四丁目地区

は、毛長川や見沼代親水公園などにより、水と緑が

豊かな環境が形成されている地区でございます。 

 また、西伊興地区及び舎人・古千谷本町地区は、

土地区画整理事業を施行すべき区域に指定されてお

り、都市計画道路を除けば骨格となる道路網は概成

している地区でございます。 

 これら３つの地区は、足立区の北東部にあり、新

交通システム日暮里・舎人ライナーの北は見沼代親

水公園駅から、南は谷在家駅の間の沿線に位置して

おります。そして地区計画が既に策定されていると

ころでございます。 

 これらの地区においては、平成２０年度に新交通

システム日暮里・舎人ライナーが開業したことや、

舎人公園の整備が進んでいることにより、地区内の

宅地開発等が進んできております。 

 このような中、道路、公園等の公共施設を整備し

ていくことは、良好な住環境の形成を図っていくに

は必要不可欠となっております。 

 このため、３地区の地区計画の地区施設である公

園・緑地を、都市計画法上重要な施設である公園と
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して整備を図るため、４カ所の都市計画公園として

位置づけるものでございます。 

 あわせまして、都市計画法施行令第７条の４に地

区計画の地区施設は都市計画施設以外の施設とする

ことが規定されていることから、地区施設である都

市計画公園及び緑地を廃止するため、地区計画を変

更するものでございます。 

 続きまして、変更関連議案の位置についてご説明

いたします。議案説明資料の３ページから４ページ

でＡ４判の資料である位置図に示してありますが、

恐れ入りますが机上のモニターもしくは前方のスク

リーンをごらんください。こちらをもとに説明させ

ていただきます。 

 現在映している映像につきましては、位置図の上

半分を映しております。 

 ３つの地区計画区域は足立区の北西部に位置し、

図面のほぼ中央を縦断している太線が日暮里・舎人

ライナーでございます。 

 日暮里・舎人ライナーの北端で始発駅である見沼

代親水公園のさらに北側に位置する青色で囲まれた

部分が、舎人四丁目地区の区域でございます。 

 そして、画面で指し棒で示しております、地区の

東側に位置し青色で示しているのが舎人三丁目公園

でございます。 

 続きまして、見沼代親水公園駅から舎人公園上部

にかかる黄色で囲まれた部分が、舎人・古千谷本町

地区の区域でございます。 

 そして、画面では指し棒で示しております、地区

の南西部で、舎人駅から見て北西部に位置している

黄色丸で示しているのが舎人五丁目公園になります。 

 続いての映像は、位置図の下半分を映しておりま

す。 

 区域の西側が舎人公園に隣接し、赤色で囲まれた

部分が西伊興地区の区域になります。 

 そして、画面では指し棒で示しております西伊興

地区の東側に位置し、赤丸で示しているのが伊興四

丁目公園。さらに地区の南部で谷在家駅の東側に位

置し、赤丸で示しているのが西新井四丁目公園の位

置になります。 

 続きまして、２の変更概要についてご説明させて

いただきます。恐れ入りますが、緑色の表紙である

議案説明資料の５ページにお戻りください。 

その１でございますが、第１号議案及び第２号議

案でございます。 

舎人三丁目公園を、街区公園として約０．１２ヘ

クタールの都市計画公園を追加することに伴い、従

前の舎人四丁目地区地区計画の地区施設である約１，

１８０平米の公園２号を廃止するものでございます。 

 ６ページ目をごらんください。その２でございま

す。第１号議案及び第３号議案でございます。 

 伊興四丁目公園を、街区公園として約０．２３ヘ

クタールの都市計画公園として追加することに伴い、

従前の西伊興地区地区計画の地区施設である約２，

３００平米の緑地９号を廃止するものでございます。 

 ７ページをごらんください。その３でございます。

第１号議案及び第３号議案でございます。 

 西新井四丁目公園を、街区公園として０．１２ヘ

クタールの都市計画公園として追加することに伴い、

従前の西伊興地区地区計画の地区施設である約１，

２００平米の緑地９号を廃止するものでございます。 

 ８ページ目をごらんください。その４でございま

す。第１号議案及び第４号議案でございます。 

 舎人五丁目公園を、街区公園として約０．１２ヘ

クタールの都市計画公園として追加することに伴い、

従前の地区施設である１，１３０平米の公園２号を

廃止するものでございます。 

 以上、４カ所の都市計画公園の追加による変更と、

あわせて地区施設を廃止することによる３地区の地

区計画の変更を行うものでございます。 

 ９ページをごらんください。３の都市計画手続き

の経緯及び今後のスケジュールでございます。 

 ６月１７日に開催されました第４１回足立区都市

計画審議会以降、本日までの取り組み、経緯につい

て示しております。 
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 ７月２５日から８月９日にかけて、地区内の各戸

にまちづくりニュースを配布し、周知をいたしまし

た。 

 ８月１６日から８月３０日までの２週間、地区計

画の都市計画原案の縦覧を、１０月１７日から１０

月３０日までの２週間、地区計画及び都市計画公園

の都市計画案の縦覧を行いましたが、いずれの縦覧

につきましても、意見書の提出はございませんでし

た。 

 また、９月１３日から都市計画公園の都知事協議

も行っており、意見をいただいていない状況でござ

います。 

 本日、第４２回足立区都市計画審議会にてご審議

をいただき、１２月上旬の都市計画の告示をあわせ

て行わせていただく予定でございます。 

 以上で都市計画公園変更関連である第１号議案か

ら第４号議案の説明を終わりにさせていただきます。 

 ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○会長 ありがとうございました。 

 それでは第１号議案から第４号議案の審議をいた

します。これらの議案について、ご意見、ご質問が

ありましたらお願いいたします。 

○委員 念のために確認いたしますが、地区施設と

して定められていた公園を都市施設としての公園に

切りかえるということで、補助金も出るし、整備が

確実に実行されるという大変結構なことだと思うの

ですが、地区施設の中の公園というのは、今回は４

カ所。地区計画の区域の中にもたくさんあると思う

のですよね。たくさんある地区施設のうち、今回こ

の４つの地区施設が候補になったというのはどうい

う考え方か、そこだけ確認させてください。 

○幹事 ただいまのご質問でございますが、ご指摘

いただきました国の補助金をいただける事業に着手

できるというところも視野に入れておるところでご

ざいます。今回の変更によりまして、国の補助金を

いただき計画的に整備していく上で、今回の４公園

を指定させていただくというところでございます。 

 なお、我々の方で、地区計画のすべての区域で、

公園の配置が適切であるのか、道路の位置が適切で

あるのかという再度見直しを行っておるところでご

ざいまして、当該地区の公園につきましても、現在、

適切な配置状況であるかどうかの検討を加えており

ますが、今回の４公園につきましては、その中でも

特に重要である公園というような位置づけの中で、

今回の手続に入らせていただいたというところでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○会長 委員。 

○委員 要するに、今回のところは公園配置上特に

重要であるというのは、先ほどの説明にはなかった

ので、それをちゃんと示していただきたいというこ

とです。 

○会長 要望ですね。 

○委員 いやいや、今ちゃんとそれをおっしゃって

ください。 

○会長 まちづくり課長。 

○幹事 ご指摘いただいたとおりでございまして、

特に必要であり、今後も継続して公園として開設す

る重要な公園であるということで認識しておるとこ

ろでございます。そのために手続を行わせていただ

きました。 

○委員 そういうことを言っているのではなくて、

具体的にここは全体の公園がこういう配置状況で、

ここのところが公園計画上穴があいているのでぜひ

これが必要だと、そういう説明をこの中ではしなく

てはいけないのですよ。時間がないので、今後はそ

ういうふうにちゃんとしてください。 

 要するに、何を何しますということだけしか説明

されていなくて、なぜそれが必要かという説明がな

いのですよ。それがなければ都市計画審議会をやる

意味がないですからね。 

○幹事 わかりました。注意して説明させていただ

きます。 

○会長 よろしいですか。 



 7 

○委員 はい。 

○会長 ほかにございますか。なければ採決いたし

ます。 

 採決は、第１号から第４号議案までを一括して行

いますが、よろしいでしょうか。 

 それでは第１号から第４号議案について、異議の

ないものと決定してよろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○会長 それでは、第１号から第４号議案は異議の

ないものと決定し、区長に通知いたします。 

 続きまして、第５号議案の審議を行います。まち

づくり課長から説明をお願いします。 

○幹事 引き続きまして、まちづくり課長から、第

５号議案につきまして説明をさせていただきます。 

 白色の表紙であります議案書の４５ページをお開

きください。第５号議案の議案書の説明をいたしま

す。 

 第５号議案、「東京都市計画地区計画保塚町地区

地区計画の変更（足立区決定）について」を提出い

たします。 

 平成２３年１１月１７日、提出者は足立区長です。 

 提案理由は、東京都市計画地区計画保塚町地区地

区計画の内容を変更するにあたり、都市計画法（昭

和４３年法律第１００号）第２１条第２項において

準用する同法第１９条第１項の規定に基づき、足立

区都市計画審議会の議を経る必要があるため、提案

するものであります。 

 議案書の４６ページをごらんください。都市計画

の案の理由書です。 

 １の種類・名称につきましては、東京都市計画地

区計画保塚町地区地区計画の変更でございます。 

 ２の理由につきましては、記載のとおりでござい

まして、後ほど議案説明資料の趣旨及び目的にて説

明をさせていただきます。 

議案書は、計画書が４７ページから４９ページま

で、変更概要が５０ページになっておりまして、変

更箇所につきましては、表の下から４段目にござい

ます地区施設の緑地１号を削除するものでございま

す。総括図が５１ページ、計画図が５２ページから

５４ページとなっております。 

以上が、第５号議案の議案書となります。 

 恐れ入りますが、これからの説明につきましては

緑色の表紙の冊子である議案説明資料に沿って説明

をさせていただきますので、議案説明資料をご用意

ください。 

 議案説明資料の１１ページをお開きください。 

 １の趣旨及び目的でございます。こちらは、都市

計画案の理由書にもある２の理由書と同様でござい

まして、土地区画整理事業を施行すべき区域である

保塚町地区では、平成１５年３月に地区計画が都市

計画決定されております。 

 本地区は、耕地整理事業が既に実施されているた

め、基本的な道路網が概成しており、地区計画の道

路・公園等の基盤整備を進めることで、まちづくり

を進めているところでございます。 

 また、本地区に隣接する六町地区は、区画整理事

業が進み、平成１７年には「つくばエクスプレス」

六町駅が開業したことにより、本地区は利便性が向

上し、活発な土地利用が見込まれる地区へと変化し

てきております。 

 地区計画が策定されてからおおむね８年が経過し、

地区計画策定時から周辺環境や社会状況なども変化

してきており、良好な住環境の維持と有効な土地利

用が共存する地区整備計画が求められるようになっ

てきております。 

 そこで、足立区では、東京都が平成２１年度に改

訂いたしました「周辺区部における土地区画整理事

業を施行すべき区域の市街地整備のためのガイドラ

イン」に基づきまして、本地区計画の地区施設であ

る緑地等の配置や位置づけについて再評価を行いま

した。 

 その結果、公園・緑地等については、土地区画整

理事業が完了した市街地の整備状況に応じた整備水

準が確保されていることが確認できたことから、地
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区施設である緑地等を適切な水準で配置し、土地の

有効利用を適切に誘導するために、保塚町地区地区

計画の変更を行うものでございます。 

 続いて、１２ページをごらんください。地区計画

変更案の概要についてご説明いたします。 

 上部の「名称」「位置」「面積」「区域の整備・

開発及び保全に関する方針」に関しましては、変更

はございません。 

 後段の地区計画変更案をごらんください。 

 保塚町地区地区計画では、表に記載のとおり４つ

の緑地を決定しておりますが、そのうち未整備であ

る緑地１号、面積約１，５９０平米を廃止するもの

でございます。 

 なお、他の３カ所の緑地については、既に整備が

されているところでございます。 

 １３ページをごらんください。図面は変更前の地

区計画計画図２となっております。 

 図面左側にございます丸で囲まれた部分が緑地１

号でございまして、緑地１号は区画道路３号の北側

部分６３０平米、南側部分９６０平米、合計１，５

９０平米となっております。 

 １４ページをごらんください。ここで、地区計画

変更を実施するきっかけ及び基軸となった「周辺区

部における土地区画整理事業を施行すべき区域の市

街地整備のためのガイドライン（東京都）」につい

て、ご説明をさせていただきます。 

 これは東京都が、「土地区画整理事業が完了した

市街地の基盤整備状況」に準じ確保すべき整備水準

を定めたものでございます。 

 ガイドラインは平成１４年に策定されましたが、

平成２１年に整備水準の解釈が改訂をされていると

ころでございます。 

 資料では、左側の四角が平成１４年の整備水準で

あり、右側の四角が平成２１年に改訂された整備水

準を表しております。 

 平成１４年の整備水準では、「地区面積の３％以

上を公園として確保する」ことを原則としておりま

すが、①の「緑地や緑道等を含めた面積が３％以上

となる場合」や、②の「公園・緑地・緑道から２５

０ｍ以内の範囲が検討区域の全域に達する場合」で

あっても整備完了水準を満たしているものとされて

おりました。 

 そして平成２１年に、一番下にございますが、

「検討地区及び周辺５００ｍ圏域に３％以上の公

園・緑地・緑道等が確保されている場合も整備完了

水準とする」という項目が新たに追加されたところ

でございます。 

 議案説明資料では１５ページになりますが、恐れ

入りますが、机上のモニターもしくは前面のスクリ

ーンをごらんください。少し画面を使ってご案内を

させていただきます。 

 映像につきましては、平成２１年度に追加された

ガイドラインの整備水準に基づき、保塚町地区の評

価を行った図でございます。 

 図面中央にある赤線の斜線部分が保塚町地区の区

域であり、そこから周辺５００メートルの圏域が、

外側に示している赤い線になります。 

 また、区域の中にあり、現在供用されている公園

を緑色で表示をさせていただいております。 

 外側の赤で囲まれた区域の面積が２２７．１ヘク

タールとなり、公園の合計面積は約１０．５ヘクタ

ールとなります。したがいまして、この圏域での公

園率は４．６％というような計算になっているとこ

ろでございます。 

 このことから、保塚町地区及び周辺地区５００メ

ートル圏域区域は、公園率３％以上を確保しており、

「土地区画整理事業が完了した市街地の基盤整備状

況に準じた整備水準」を確保していることを確認す

ることができました。 

 そのため、地区施設である緑地１号を廃止しても、

当該地区の良好な住環境の保全や土地の有効利用を

適切に誘導することが可能になると考え、地区計画

を変更するものでございます。 

 この地区施設の地権者さんとの調整、それから近
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隣との調整も含めて、地権者からは、この地区施設

を外してもよいという了承をいただいた部分の中で、

地区計画を進めさせていただくものでございます。 

 従前の地区計画につきましては、区域内のみで

３％を確保するということを原則として地区計画を

決めさせていただきましたが、今回、公園の配置計

画全体を含めて、周辺を含めて、この地域に必要な

公園がどのくらいあるのかということを検証した結

果、この緑地１号の公園は整備しなくても水準に達

しているということが確認できたために、今回の廃

止をさせていただくものでございます。 

 また、地権者さんからも、そのような形で廃止し

てほしいという要請もいただいているところでござ

います。 

 恐れ入りますが、議案説明資料に戻らせていただ

きます。１６ページをごらんください。 

 ３の都市計画手続きの経緯及び今後のスケジュー

ルでございます。６月１７日の第４１回都市計画審

議会での報告以降、本日までの取り組み、手続の経

緯を示しております。 

 都市計画手続きの経緯及び今後のスケジュールで

すが、９月５日に保塚町地区地区計画変更原案の説

明会を開催し、２２名の出席をいただきました。  

 ９月１５日から９月２２日までの２週間、地区計

画の都市計画原案の縦覧、１０月１７日から１０月

３１日までの２週間、地区計画の都市計画案の縦覧

を行いましたが、どちらにも意見書の提出はござい

ませんでした。 

 本日、第４２回足立区都市計画審議会にてご審議

をいただき、１２月上旬の都市計画の告示を行わせ

ていただく予定としております。 

 以上で、第５号議案の保塚町地区地区計画の変更

についてのご説明を終わります。 

 ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○会長 ありがとうございました。 

 本件について、ご意見、ご質問がありましたら、

お願いします。 

○委員 たびたびすみません。今のご説明は、この

公園、地区施設としての公園を廃止しても、東京都

の区画整理関連の基準は満たすので差し支えありま

せんという説明で、それ自体はもちろんわかるので

すが、今回これをむしろ積極的に廃止しなければな

らない具体的な事情の方があまりご説明がなくて、

廃止しても都の基準を満たすという限りにおいては、

ここだけではなくていろいろなところがあり得ると

思うのですよね。これを今回俎上に載せる具体的な

契機は何でしょうか。 

○幹事 説明が不足しておりまして、大変申しわけ

ございませんでした。 

 先ほど地権者の合意をいただいてということでご

ざいますが、ここの持ち主の地権者の相続が発生し

ている状況でございます。実は生産緑地にも指定さ

れているところがございまして、生産緑地の買い取

り、また、地区施設での買い取りが困難なところも

ございまして、こういうきっかけを含めて全体的な

見直しをさせていただいたところでございます。 

 地権者から、買い取っていただけないのであれば

外していただきたいというご意向もいただいている

ところでございます。 

 以上でございます。 

○委員 ですから、そういう具体的な事情があって、

建前上の説明からも一応、廃止はそれほど問題はな

いという、そういう説明でないとおかしいと思うの

で。先ほどのリクエストと同じですけれども、あま

り議論を出し惜しみしないで、ちゃんと説明をして

いただきたいと思います。 

○幹事 次回からはそのような形で報告させていた

だきたいと思います。 

○会長 よろしいですか。 

○委員 はい。 

○会長 出し惜しみをしないでください。 

 ほかにございますか。なければ採決いたします。 

 第５号議案について、異議のないものと決定して

よろしいでしょうか。 
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（「異議なし」の声あり） 

○会長 第５号議案は異議のないものと決定し、区

長に通知いたします。 

 続きまして、第６号議案の審議を行います。住

宅・都市計画課長から議案の説明をお願いいたしま

す。 

○幹事 私から、第６号議案の説明をさせていただ

きます。 

 まず、議案書の５５ページをお開きください。第

６号議案、「東京都市計画生産緑地地区の変更（足

立区決定）」について、上記の議案を提出いたしま

す。 

 平成２３年１１月１７日、提出者は足立区長でご

ざいます。 

 生産緑地地区の一部を、計画図書のとおり変更い

たします。 

 提案理由でございますが、都市計画法（昭和４３

年法律第１００号）第２１条第２項において準用す

る同法第１９条第１項の規定に基づきまして、都市

計画審議会の議を経る必要があるため、提案するも

のでございます。 

 同じく、議案書の５６ページをお開きください。

都市計画案の理由書でございます。 

 種別・名称は、記載のとおりとなっております。 

 ２の理由でございます。農地は都市に食糧を供給

するとともに、都市の少ない緑として区民に潤いを

与えるだけでなく、都市の大切なオープンスペース

として、地震や火災から区民の命を守る貴重なまち

の資源であり、農地の持つ環境保全や景観といった

多面的な機能を、まちづくりの資源として活かして

いく必要があるというものでございます。 

 ここから先につきましては、緑色の表紙の議案説

明資料でご説明いたします。緑色の表紙の議案説明

資料１７ページをごらんください。 

 １の趣旨及び目的でございます。議案書の提案理

由とも重複いたしますので、省略いたします。 

 ２の（１）削除についてでございますが、今回８

件でございます。面積の括弧内の数字は、実面積と

なっております。都市計画の変更は、最後の数字を

原則四捨五入して決定しております。 

 ２の（２）追加についてでございます。今回は３

件ございます。 

 続きまして、同じ資料の１８ページをごらんくだ

さい。位置図になっております。 

 今回変更いたします足立区生産緑地の資料番号、

地区番号、所在地を表示しております。 

 続きまして、１９ページをごらんください。右側

に凡例が載っております。 

 地区番号１２５番の位置は西新井四丁目２２番、

地区番号１２６番の位置は西新井四丁目２１番、地

区番号１２７番の位置は西新井四丁目２０番、地区

番号１２８番の位置は西新井五丁目３１番でござい

ます。 

 いずれの地区も従事者の故障により、買い取り申

し出が出されまして、１カ月間、区及び都に照会い

たしましたが、買い取りの希望はございませんでし

た。その後２カ月間、農業従事者にあっせんいたし

ましたが、所有権の移転がなされなかったため、生

産緑地法第８条に基づく行為の制限が解除となりま

した。 

 続きまして、２０ページをお開きください。こち

らが地区番号１２５番の写真でございます。南側の

道路から撮影しております。 

 ２１ページをお開きください。地区番号１２６番

の現地の写真です。北側の道路から南東へ向かって

撮影をしております。 

 続きまして、２２ページが、地区番号１２７番の

現地の写真となっております。北側の道路から南東

へ向かって撮影をしております。 

 続きまして、２３ページ。こちらが地区番号１２

７番の現地の写真となっております。南側の道路か

ら北西へ向かって撮影をしております。現在、共同

住宅を建設中となっております。 

 続きまして、２４ページをお開きください。地区
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番号１６４番、六町三丁目６番になります。 

 変更理由につきましては、六町四丁目付近土地区

画整理事業によるものです。区画整理による道路計

画のため、平成２３年８月１０日、仮換地指定の通

知が出されまして、今後区画整理が行われる予定と

なっております。 

 既存地区１，１４０平米のうち一部、黒で表示い

たしました部分７７０平米が削除になりまして、横

縞で表示した部分、８９０平米が追加となります。

従来の存続部分と合わせまして、最終的には１，２

６０平米の面積になります。 

続きまして、２５ページが、現地の写真となって

おります。東側の道路から撮影をしているものでご

ざいます。 

 続きまして、２６ページをお開きください。地区

番号は１７０番、位置は谷中三丁目１７番でござい

ます。 

 変更理由は追加指定でございます。既存地区２，

０００平米に、横縞の線で表示した部分９００平米

が追加になり、合計で２，９００平米になります。  

 ２７ページをお開きください。こちらが現地の写

真となっております。西側から撮影をしております。 

 次に、２８ページをごらんください。地区番号は

２１１番、位置は興野二丁目３１番でございます。  

 変更理由は従事者の故障によるものでございます。

既に行為制限は解除されております。既存地区４，

２２０平米の一部、黒で表示した部分１，３００平

米が削除になり、２，９２０平米になります。 

 続きまして、２９ページをお開きください。こち

らが現地の写真となっております。西側の道路から

撮影をしております。 

 次に、３０ページをごらんください。地区番号は

２２１番、位置は舎人三丁目１３番でございます。 

 変更理由は従事者の故障によるもので、既に行為

制限を解除されております。 

 ３１ページが現地の写真となっております。北東

側の道路から撮影しております。既に住宅が建設中

となっております。 

続きまして、３２ページをごらんください。地区

番号は２６９番、位置は西新井六丁目２番でござい

ます。 

変更理由は従事者の故障によるもので、既に行為

制限を解除されております。 

３３ページがその現地の写真となっております。

左側の道路から撮影をしております。 

 続きまして、３４ページをごらんください。地区

番号は３０５番、位置は伊興三丁目５番でございま

す。 

 変更理由は新規指定でございます。 

 ３５ページが、その写真となっております。東側

から撮影をしております。 

 続きまして、３６ページをごらんください。上段

に、生産緑地地区面積がございます。変更前の生産

緑地地区、件数は２３４件、面積は３６万９，１２

０平米、約３６．９１ヘクタール。変更後につきま

しては、件数は２２９件、面積は３６万６，３４０

平米、約３６．６３ヘクタールとなっております。 

 次に、同じ３６ページ、手続きの経緯と今後の予

定でございます。 

 平成２３年１月から８月にかけまして、指定希望

の調査を行いました。 

 都知事への協議を経まして、１０月１１日、協議

内容に支障がないという旨の回答をいただきました。 

 １０月１７日から１０月３１日までの２週間、案

の公告・縦覧をしておりますが、意見書の提出はご

ざいませんでした。 

 そして本日、第４２回都市計画審議会に議案を提

出させていただいております。 

 今後の予定ですが、１２月上旬に変更の告示を行

う予定となっております。 

 以上をもちまして、第６号議案「東京都市計画生

産緑地地区の変更（足立区決定）」についての説明

を終わります。 

 ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 



 12 

○会長 ありがとうございました。本件について、

ご意見、ご質問がありましたら、お願いいたします。 

○会長 なければ採決いたします。第６号議案につ

いて、異議のないものと決定してよろしいでしょう

か。 

(「異議なし」の声あり) 

○会長 第６号議案は、異議のないものと決定し、

区長に通知いたします。 

 続きまして、第７号議案の審議を行います。みど

り推進課長から議案の説明をお願いします。 

○みどり推進課長 みどり推進課長でございます。

第７号議案、東京都市計画特別緑地保全地区の変更

について、ご説明いたします。 

 まず、議案書の６９ページをごらんください。第

７号議案、「東京都市計画特別緑地保全地区の変更

（足立区決定）について」、議案を提出いたします。 

 平成２３年１１月１７日、提出者は足立区長近藤

弥生です。 

 特別緑地保全地区を、別添計画図書のとおり追加

するものでございます。 

 提案理由ですが、東京都市計画特別緑地保全地区

を変更するにあたり、都市計画法（昭和４３年法律

第１００号）第２１条第２項において準用する同法

第１９条第１項の規定に基づき、足立区都市計画審

議会の議を経る必要があるため、提案するものでご

ざいます。 

 ７０ページをごらんください。都市計画の案の理

由書です。 

 種類・名称は、東京都市計画特別緑地保全地区第

１０号六町いこいの森特別緑地保全地区です。 

 理由は、足立区都市計画マスタープラン（平成１

８年３月策定）においては、まちづくりの将来像と

して地域別構想を定めており、足立区保塚・六町地

区（第８ブロック）では、土地区画整理事業による

公園・緑地の整備とともに、地域に残存する生産緑

地などを貴重なオープンスペースとして位置づけ、

保全を図ることとしています。 

 六町四丁目付近土地区画整理事業が行われている

六町地区は、市街化区域内でありながら、屋敷林を

中心に豊かな自然環境を保っており、まとまりのあ

る貴重な樹林地が存在しています。しかし、高齢化

による維持管理の困難さ、落葉などの苦情、相続の

発生による開発等により、地域内の屋敷林は減少し

ております。 

 六町地区のすぐれた風致景観を保全するとともに、

地域住民の健全な生活環境を確保するため、つくば

エクスプレス六町駅から東に約２５０メートルに位

置する約０．３０ヘクタールの区域について、特別

緑地保全地区として都市計画決定しようとするもの

でございます。 

 ７１ページをごらんください。特別緑地保全地区

の決定にかかる計画書です。 

 名称は、第１０号、六町いこいの森特別緑地保全

地区、位置は足立区六町四丁目地内、面積は約０．

３０ヘクタールです。 

 理由は記載のとおりです。 

 下段の新旧対照表ですが、東京都市計画特別緑地

保全地区は、特別区において既に９カ所が指定され

ており、本案件は第１０号となり、追加の扱いとな

ります。 

 ７２ページをごらんください。総括図です。提案

箇所の位置をお示ししております。 

 ７３ページをごらんください。計画図です。特別

緑地保全地区の決定区域を表示してございます。 

 続きまして、緑色の議案説明書によりご説明いた

します。３７ページをごらんください。 

 制度の概要についてご説明いたします。 

 「特別緑地保全地区」の制度は、都市緑地法に基

づき、良好な樹林、寺社林や緩衝機能をもつ緑地な

どについて、都市計画として保全を目的に定める制

度でございます。これによりまして、風致や景観の

すぐれた緑地、屋敷林、動植物の生息地などの豊か

なみどりを将来に継承することが可能となります。 

 指定要件についてご説明いたします。 
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 指定の要件は、都市緑地法第１２条に規定されて

おり、第１号、第２号のほか、第３号のイとして、

当該地域の住民の健全な生活環境を確保するため必

要なもので、風致又は景観に優れていることがあり

ます。 

 足立区では、上記第３号イの指定に向け、屋敷林

における評価基準を策定しました。 

 この評価に基づく指定候補の中から、今回、六町

四丁目地内の屋敷林を指定するものでございます。 

 ３８ページをごらんください。行為の制限につい

てご説明いたします。 

 特別緑地保全地区に指定されますと、都市緑地法

第１４条に規定される行為の制限がかかり、次に掲

げる行為は足立区長の許可を受ける必要があります。 

 第１号として、建築物その他の工作物の新築、改

築又は増築。 

 第２号として、宅地の造成、土地の開墾、土石の

採取、その他の土地の形質の変更のほか、第３号以

下第５号までの制限がございます。 

 優遇措置についてご説明いたします。 

 行為の制限がある一方、特別緑地保全地区の土地

所有者に対して、次のような優遇措置がございます。 

 １として、固定資産税、都市計画税の減免制度が

ございます。 

 ２として、行為の許可が得られないために土地利

用に著しい支障をきたす場合は、足立区に土地の買

い入れを申し出ることができます。 

 ３として、足立区と所有者が協定を締結し、区が

緑地の管理を行う管理協定制度を併用することによ

り、管理の負担を軽減することができます。 

 特別緑地保全地区の指定状況をご説明いたします。 

 平成２２年３月３１日現在、全国では３９８カ所、

２，２９２．５ヘクタールが指定されております。

このうち、個人所有の屋敷林の指定数は、８カ所、

約７．５ヘクタールです。 

 東京都内では、２３カ所、２３１ヘクタール、特

別区内では、８カ所、８４．５ヘクタールでしたが、

本年７月に大田区で第９号、０．１ヘクタールが指

定されております。このうち、個人所有の屋敷林の

指定数は、１カ所、０．３ヘクタールでございます。 

 足立区では初の指定となります。 

 制度の概要につきましては、参考資料として、特

別緑地保全地区のパンフレットを配付してございま

すので、後ほどごらんください。 

 ３９ページをごらんください。背景についてご説

明いたします。 

 平成２１年度に行った足立区緑の実態調査では、

敷地面積が３，０００平米を超える大規模な寺社や

屋敷林は、１３１カ所から１２６カ所に減少し、そ

の樹木被覆地は約０．９ヘクタール減少しており、

市街化区域内における緑地では、屋敷林等が最も失

いやすい緑となっています。 

 特に一団の樹林地である屋敷林につきましては、

地下水位が高く樹木にとって条件が悪い足立区にお

いて、長い年月を経て形成に至った貴重な財産でご

ざいまして、それらの維持保全に努める必要があり

ます。 

 足立区では、区内の緑を守るための取り組みとし

て、保存樹木や保存樹林の制度により所有者や管理

者を支援してまいりましたが、高齢化等による維持

管理の困難さや落葉などの苦情、相続の発生による

開発等により、大木や樹林が減少し、六町地区でも

屋敷林等が減少してございます。 

 趣旨及び目的をご説明いたします。 

 「足立区都市計画マスタープラン」における位置

づけに加えて、都市緑地法第４条に基づき定めまし

た「足立区緑の基本計画」におきましては、緑地の

保全のための法制度の検討の中に、特別緑地保全地

区指定の検討を行うこととしております。 

 また、公園等の整備計画を定めた「あだち 公園

☆いきいきプラン」におきましても、公園に準ずる

ものとして屋敷林等の樹林を保全するため、特別緑

地保全地区の指定に取り組むこととしています。 

 これらによりまして、六町地区の周辺住宅地から
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のすぐれた風致景観を保全するとともに、地域住民

の健全な生活環境を確保するために、都市緑地法に

基づく特別緑地保全地区を決定するものでございま

す。 

 ４０ページをごらんください。現況指定地の航空

写真でございます。モニターにもカラーで写し出し

ておりますのでごらんください。 

 ０．３ヘクタールの敷地内には、江戸時代後期の

茅葺の母屋、薬医門、構え塀を備え、足立区のかつ

ての農村風景を残す貴重な屋敷林でございます。 

 資料にお戻りください。４１ページをごらんくだ

さい。 

 これまでの経緯と今後の予定ですが、平成２３年

９月１３日に東京都へ協議を申し出、１０月１１日

に意見のない旨の回答を受けてございます。 

 １０月１７日から３１日まで、都市計画案の公

告・縦覧を行いましたが、意見書の提出はございま

せんでした。 

 本日、第４２回足立区都市計画審議会にてご審議

いただき、１２月上旬に告示の予定でございます。 

 以上、第７号議案、特別緑地保全地区の変更につ

きまして、ご説明させていただきました。 

 よろしくご審議のほど、お願い申しあげます。 

○会長 ありがとうございました。 

 本件について、ご意見、ご質問がありましたら、

お願いいたします。 

○委員 足立区は公園とか緑地が非常にまちづくり

の特徴ですから、これは大変結構なことだと思うの

ですが、１つ質問、確認です。 

 説明資料の３８ページの優遇措置の中で、３番目

に管理協定制度というのがありますが、これはどう

いうものか。それで、今回はそれが適用になるのか

どうか、教えてください。 

○課長 管理協定制度と申しますのは、区が所有者

にかわって管理を行うという協定を結ぶことにより

まして、公的な機関が維持管理するということで軽

減措置、実態的な管理の軽減と、あと、先ほど申し

ましたように、税制上の優遇措置が追加で受けられ

るということでございます。 

○委員 この件に対しては適用されるのですか。 

○課長 本件につきましては、今後指定を受けた後、

所有者と協議しまして、管理協定等を結ぶ方向で検

討してまいりたいと考えております。 

○委員 はい、わかりました。 

○会長 ほかにございますか。なければ採決いたし

ます。 

 第７号議案について、異議のないものと決定して

よろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○会長 第７号議案は、異議のないものと決定し、

区長に通知いたします。 

 続きまして、第８号議案の審議を行います。建築

調整課長から、議案の説明をお願いいたします。 

○幹事 それでは、第８号議案、建築基準法第５１

条ただし書の規定に基づく一般廃棄物処理施設の位

置の許可について、建築基準法に基づく許認可を担

当している特定行政庁として説明させていただきま

す。 

 まず、ざっと資料をお目通しいただきたいと思い

ます。 

 ７５ページから７７ページは、提案理由、経緯、

施設概要を記載しております。７８、７９ページは

位置図関連です。８０、８１ページは周辺の用途地

域図、土地利用現況図です。８２ページから８５ペ

ージまでが現況写真です。８６ページ、８７ページ

は配置図、平面図であります。８８ページから９１

ページにつきましては、足立区における一般廃棄物、

家庭内ごみ関係の処理施設の位置の許可基準です。

９２ページをお開きください。生活環境影響調査結

果表でございます。９３ページは住民対応、スケジ

ュール、特定行政庁の意見を記載してございます。

落丁等はございませんでしょうか。 

 それでは、７５ページにお戻りください。下段に

記載のとおり、提案理由は、一般廃棄物処理施設の
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位置の許可を行うにあたり、建築基準法第５１条た

だし書きの規定に基づき、足立区都市計画審議会の

議を経る必要があるため、提案するものです。 

 提出者は、足立区長です。 

 次のページ、７６ページをごらんください。経緯

です。 

 ごみ焼却場及びその他の処理施設は、建築基準法

第５１条により都市計画においてその敷地の位置が

決定していなければ、新築・増築ができません。た

だし、特定行政庁が都市計画審議会の議を経て、そ

の敷地の位置が都市計画上支障ないと認めて許可し

た場合には、新築・増築が可能となります。 

 事業主体である大谷清運株式会社は、昭和３７年

から清掃関連事業を営んでおり、平成１２年より、

当該敷地において、廃棄物処理を開始しました。 

 その後、建築基準法第５１条の規定に基づき、都

市計画審議会の議を経た後、平成１７年３月２５日

付けで、１日当たり５トン以上のペットボトル類を

選別・圧縮する一般廃棄物処理施設として、位置の

許可を取得し稼働しました。 

 今回でありますけれども、機械の増設により処理

能力が、当初許可の約３倍に増加することに伴う認

可申請があったため、足立区都市計画審議会に再度、

付議することになりました。 

 次に、施設の概要についてご説明します。 

 位置は入谷九丁目４番１３号、１６号で、首都高

速道路から西側約３０メートルに位置しております。

事業主体、敷地面積は、記載のとおりです。 

 建物についてですが、既存に、再資源化の作業を

行うための工場、事務所等があります。今回、改築

や増築工事はございません。 

 処理内容と能力の推移でございますが、平成１７

年の許可当初は、ペットボトル圧縮機１日当たり１

４．１４トンでありました。 

 その後、平成２０年に廃プラスチック圧縮機械の

増設により、１日当たりの処理能力の合計が２０．

２３トンになり、現在に至っております。なお、平

成２０年の変更については、特定行政庁に当初の１．

５倍以内である旨の報告がされております。 

 今回は、ペットボトル及び廃プラスチック、１日

当たり２７トンを圧縮できる機械の増設です。 

 地域地区は記載のとおりでございます。 

 次のページをごらんください。 

 主な搬入ルートは、首都高速道路沿いの都道２３

９号線からです。 

 次に、８０ページをお開きください。申請地周辺

は、準工業地域となっております。計画地は赤く記

しているところでございます。 

 ８１ページは、周辺土地利用現況図で、近隣には、

青色で塗った工場、倉庫等の事業系の施設が多く存

在しています。緑色、黄色に塗った部分は住宅を表

し、２棟の住宅が隣接しております。 

 ８２ページからは、写真撮影位置と周辺写真です。

赤いラインのところが本施設です。 

 次の８４ページをお開きください。搬入ルートと

なる道路状況です。③の写真につきましては、前面

道路６メートル、それと毛長川が右側にあります。

④については、首都高速道路のところの写真でござ

います。 

 ８５ページの写真は、敷地内の写真を撮ったもの

であります。 

 ８７ページをお開きください。黄色で着色したと

ころが、今回の機械増設部分でございます。 

 ９１ページの許可基準の概要版をごらんください。 

 申請敷地は準工業地域で、機械の処理能力の増加

は用途変更に位置づけております。濃い黒い枠部分

をごらんください。２点の判断基準がございます。 

 ①生活環境影響調査により周辺に対する影響が軽

微であると予測されること。②周辺住民等への計画

の内容が説明され、調整が図られていることです。 

 生活環境影響調査の結果は、９２ページにござい

ます。 

 今回の機械の増設により、１日の運搬車両が現在

より４８台ふえ、都合１１５台の２トンクラスの収
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集車が行き来するとともに、施設内の作業量が増加

します。調査項目につきましては、東京都環境局と

の調整の結果、処理施設や廃棄物の種類等を勘案し

て、大気質では粉じん等の３項目、騒音、振動では

それぞれ２項目、悪臭の１項目、計８項目を調査対

象として選定しております。 

 特に、運搬車両のピーク時でありますが、１４時

から１５時であります。現在１７台が２９台と瞬間

的にふえる状況でありますが、走行に伴う粉じん、

騒音、振動の予測値は基準値内となっており、環境

保全上の支障はないものとされております。 

 これらの点につきましては、都及び区の担当部署

で調査報告書の確認を行っており、特に問題はあり

ませんでした。 

 なお、申請者は、既に車の誘導員の配置をして対

策をしておりますが、今回、周辺環境に配慮する事

項として、外壁の内側に耐火ボードの設置工事や空

調設備を充実するということになっております。 

 また、個別の問題が発生した場合にも、迅速に対

応する旨、確約をいただいております。 

 続きまして、周辺住民対応等についてですが、９

３ページに記載のとおり、４月から、入谷町会長へ

の計画説明を３回、７月２５日から回覧による周辺

住民への周知、隣接住民には個別説明を行い、７月

２８日には、現地にお知らせの標識設置を行ってお

ります。さらに、９月３日には、施設見学会と説明

会を開催するなど、周知活動を重ねております。 

 本日に至るまで、苦情や反対もない状況であり、

特定行政庁としては、周辺住民に理解が得られてい

ると考えております。 

 今後のスケジュールは記載のとおりです。 

 最後になりますが、特定行政庁の意見を読み上げ

ます。 

 今回の機械の増設における周辺の生活環境に及ぼ

す影響については、東京都環境局との協議に基づき、

大気質・騒音・振動・悪臭について、生活環境調査

を実施しており、環境上の支障はないものと評価さ

れています。 

 また、周辺住民に対しては、個別説明及び回覧板

による周知、施設見学会の実施で計画内容が周知さ

れており、特に計画に対する反対の意見はありませ

ん。特定行政庁及び関係課は、６月２０日に現場調

査を行い、現状を確認し、許可基準と照合した結果、

支障はないと判断しました。 

 本日の都市計画審議会の議を経た後、許可を行う

予定です。 

 どうぞご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○会長 ありがとうございました。 

 本件について、ご意見、ご質問がありましたらお

願いいたします。 

○会長 なければ採決いたします。 

 第８号議案について、異議のないものと決定して

よろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○会長 第８号議案は、異議のないものと決定し、

区長に通知いたします。 

 長時間にわたりご審議ありがとうございました。

これにて、本日の議案審議は終了といたします。 

 進行を事務局にお返しいたします。 

○幹事 会長、議事進行ありがとうございました。 

 最後に連絡事項がございます。 

 本日おいでいただいた際に、委員の皆様にお渡し

しております、報酬の源泉徴収額につきまして変更

が生じましたので、お渡しいたしました金額も変更

となってございます。内容につきましては、報酬に

同封いたしました資料をご確認いただきますようお

願い申し上げます。ご不明な点がございましたら、

審議会終了後、もしくは後日でも結構ですので、事

務局までご連絡をいただければ、ご説明させていた

だきます。 

 また、次回の都市計画審議会でございますが、こ

れまでの例でいきますと、年が明けた２月ごろ開催

することが多いのですが、現時点におきましては予

定されている議案がございません。したがいまして、
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急遽審議が必要になれば直ちにご連絡申し上げます

が、今のところ４月以降、新年度の開催が有力とい

うところでございます。 

 いずれにいたしましても、改めて開催時期につき

ましては早目にご連絡を申し上げますので、よろし

くお願い申し上げます。 

 委員の皆様から何かございましたら、お願いいた

します。よろしいでしょうか。 

 ないようでしたら、これをもちまして第４２回足

立区都市計画審議会を閉会させていただきます。 

 長時間にわたりまして熱心なご審議を賜りまして、

まことにありがとうございました。 
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